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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

「FMユーザーイノベーション」 
に向けて 

建設会社に何ができるか 

天津 健太郎 
大成建設株式会社 

ライフサイクルケア推進部長 

ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P１（表題）大成建設の天津でございます。本日は、たくさんの皆様にご来場いただき、ありがとうございます。これから、真の事業継続に向けた大成建設の取組み～レジリエンスの視点でFMを考える～というタイトルでお話させていただきます。本日のプログラムを見ますと、セミナーのタイトルにレジリエンスと言葉が入っているものが、私を含めて３つあります。それだけ、レジリエンスが注目されていると言えます。そこで、このセミナーの特徴を出すように、私が勤務している大成建設の事業継続への取り組みを紹介しながら、真の事業継続管理に向けて、ＦＭとのかかわりとともに、レジリエンスという視点で考えて行きたいと思います。 皆さん、レジリエンスという言葉はご存知ですか？意味については、この後解説して行きますが、言葉を知っていても知らなくても、本日お見えの皆様は個人の能力として、レジリエンスが高い方が多いと思うし、組織的にレジリエンスを高めている企業の方々も多いと思います。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

自己紹介 
熊本県出身 
 
熊本県立熊本高等学校、神戸大学経営学部を経て、1981年大成建設
株式会社入社。作業所（土木・建築）、総合研究開発機構、営業企画
推進部門等を経て、1996年より主にファシリティマネジメント推進
業務に従事 

1996年 ビル管理事業推進部 

1998年 ＦＭ推進部 

2002年 資産マネジメント部 

2004年 ＦＭ推進部 

2009年 高松シンボルタワーで施設運営に従事 

2011年  ライフサイクルケア推進部 

現在、ＪＦＭＡ企画運営委員  

Ⅰ．はじめに 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P4（自己紹介）私は、天津健太郎と申します。熊本県出身、くまモンの仲間でございます。熊本県立熊本高校、神戸大学経営学部を経て、昭和５６年、１９８１年に大成建設に入社いたしました。１９９６年以降１８年間、建設会社の中にあって、ほぼ一貫してＦＭ推進業務に携わっておりまして、ビル管理事業推進、ＦＭ推進、資産マネジメントなどの部署に加えて、２００９年から２年余り高松シンボルタワーのオーナーサイドとして、ビルの運営に関わりました。そして、２０１１年より営業推進本部ライフサイクルケア推進部配属となり、現在に至っております。また、現在ＪＦＭＡの企画運営委員、ロングライフビル推進協会ＢＥＬＣＡの事業推進委員も務めております。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

ライフサイクルケアとは 

Ⅰ．はじめに 

お客様とともに、FMの視点で 

ファシリティのライフサイクル（生涯）
を考える 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P5（ライフサイクルケア推進部とは）さて、私が所属している大成建設ライフサイクルケア推進部でございますが、ここでのライフサイクルの主語は建設会社でございますので、お客様や自社の施設/ファシリティを対象として、ＦＭの視点で、そのライフサイクルのお世話、配慮、気配り、手入れ、メンテナンス、リニューアルなどを推進していくことを業務としている部門でございます。まさに事業継続管理ＢＣＭや事業継続計画ＢＣＰについても、私どもの重要な業務の１つです。また、施設や資産に関する情報管理を行うＣＡＦＭも取り扱っております。まさに私どもの組織では、事業継続管理をＦＭの１つとして位置付けているといえます。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ Ⅰ．はじめに 

用語の定義 

● イノベーション 
    新たな、経済的な価値を創造する物事 

● ユーザーイノベーション 
    ユーザー側が自発的に生み出した 
    アイデアや行動によって発生するイノベーション 

● FMユーザーイノベーション 
    ユーザーのFM活動やファシリティの使い方により 
    発生するイノベーション 

● FMユーザー 
    ファシリティを所有・賃借使用している企業・団体 
    その社員・職員、来場者などの個人 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P6（事業継続管理とFM）事業継続管理とＦＭの関係を図に表わしたものです。この図の通り、事業継続管理とＦＭは車の両輪です。事業継続管理は、災害などのリスクに対応し事業継続性を確保するための計画を策定し管理するものです。ＦＭは、施設に関係するすべての業務に関与しており事業継続管理を実行する上では施設を主体に事業継続計画を策定することが必要となり、存在するリスクへ対応を行うことにより企業・団体の信頼性を高めることになります。そのためにレジリエンスの視点で考えてお話をしていきます。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

Ⅰ．はじめに  

Ⅱ．建設業とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

Ⅲ．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

Ⅳ．FMﾕｰｻﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

Ⅴ．まとめ  

本日の講演の流れ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P２（全体見出し） 本日の話の流れは画面の通りです。はじめに、自己紹介も兼ねて、レジリエンスというキーワードにいたる背景を簡単に話します。2番目に、レジリエンス強化の重要性ということで、その向上に必要な５つの力やその具体事例などを話します。3番目に、2006年より継続している大成建設自らの事業継続計画BCPへの取組みや東日本大震災での対応を紹介します。４番目に、レジリエンス強化に向けたFM手法の活用を紹介します。最後にまとめとして、レジリエンスを高めることやＦＭとの関わりについて、私の思いを述べて締めたいと思います。



6 

ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

FM戦略・計画 

統括マネジメント 

評  
 
価 

運営維持 

FMサイクル 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理 

Ⅰ．はじめに 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

FM戦略・計画 

統括マネジメント 

評  
 
価 

運営維持 

FMサイクル 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理 

日常サイクル 

Ⅰ．はじめに 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

FM戦略・計画 

統括マネジメント 

評  
 
価 

運営維持 

FMサイクル 

プ
ロ
ジ
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ク
ト
管
理 

 

非
連
続
的
な
PJ 
 

建設
改修 

 
 

日常サイクル 

Ⅰ．はじめに 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 
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Ⅰ．はじめに 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

FM戦略・計画 

統括マネジメント 

評  
 
価 

運営維持 

FMサイクル 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理 

 

非
連
続
的
な
PJ 
 

建設
改修 

 
 

日常サイクル 

Ⅰ．はじめに 

このサイクルにおいて、建設
会社として、何ができるか？ 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

Ⅰ．はじめに  

Ⅱ．建設業とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

Ⅲ．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

Ⅳ．FMﾕｰｻﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

Ⅴ．まとめ  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P７（全体見出し）それでは、事業継続管理におけるレジリエンス強化の重要性について、話を進めて行きます。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ II．建設業とイノベーション 

時代とともに変化するビル性能 

高
度
成
長
期 

成
熟
社
会 

未
来 

安心安全 省エネ ｱﾒﾆﾃｨ ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2020年 

1964年 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ II．建設業とイノベーション 

ホテルニューオータニ 
大成建設ｘTOTO 

工場製造による”ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ”の採用 

1964年に起こったイノベーション 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ II．建設業とイノベーション 

 
1978年 宮城県沖地震 
 1995年 阪神淡路大震災 
  2011年 東日本大震災 

  

バブル時代 
 不動産証券化 
     リーマンショック 
   IT化の加速  
   

 
1970年代 オイルショック 
 1997年  京都議定書の採択 

 

経済や自然環境の変化 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ II．建設業とイノベーション 

時代とともに変化するビル性能 

高
度
成
長
期 

成
熟
社
会 

未
来 

安心安全 省エネ ｱﾒﾆﾃｨ ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2020年 

1964年 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ II．建設業とイノベーション 

安心・安全 環境・省エネ 

アメニティ ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

ビル性能の進化 ４つの視点 

BCP（事業継続計画） 
耐震・制震・免震技術 

LED照明など設備性能の進化 
屋上緑化､太陽光発電など 

外壁性能の進化 

空間の豊かさの追求 
ﾄｲﾚ快適性､ICTへの対応 

ﾋﾞﾙ管理ｼｽﾃﾑ 
ｾｷｭﾘﾃｨ､ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ低減 



17 

ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

高度成長期 
 

ファシリティそのものが様々な 
イノベーションを発揮してきた 

近年 
 

省エネなどの個別性能の進化が 
ユーザーの事業そのものに 
価値を創出してきている 

性能の進化による価値創出の変化 

II．建設業とイノベーション 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

省ｴﾈの進化系：ZEB実証棟 

II．建設業とイノベーション 

年間エネルギー収支ゼロを達成 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P９（レジリエンスとは）レジリエンスという言葉は、元々カーペット業界の用語で、カーペットを押したとき弾力があって元に戻る、これをレジリエンスがいいと言っていたそうです。また、心理学では「打たれ強い」という意味合いから、レジリエンスを向上させるという使い方が一般化されたようです。最近では、国家のリスクマネジメントとしての防災減災、強くてしなやかな国を作るということで、国土強靭化ということばが使われていますが、カタカナでは、ナショナルレジリエンスと表現されています。



19 

ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

ハコの産業   場の産業 
 
作り手視点   使い手視点 
 
建設のみならず、ﾕｰｻﾞｰ視点に立って
お客様のﾌｧｼﾘﾃｨやﾗｲﾌｻｲｸﾙを考える 

場としての価値創造 

建設業における価値創造の変化 

II．建設業とイノベーション 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P10（ISO、ASISレジリエンス定義）リスクマネジメントのISO31000では、レジリエンスを「複雑かつ変化していく環境に対する組織の適応能力」、ASIS仕様書、ASISとは世界最大のセキュリティ団体ですが、ここでは、組織のレジリエンスとして、ほぼ同様の定義をしています。このように考えると、本来のレジリエンスは経営活動としての環境適応力、まさに企業そのものの力ということになります。 とは言え、あまり難しく考えないほうがいいのかもしれません。先ほど、打たれ強いといいましたが、へたれにくい、立ち直りが早い、逆境に強い、失敗に対する学習能力がある、臨機応変の対応力がある、回復力だけでなく、抵抗力、弾力性がある、環境の変化や困難な状況に遭遇した時での前向きな要素をひっくるめた言葉だと思います。個人で考えるとわかりやすいですね。それを組織としてどのように持つかということですね。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ II．建設業とイノベーション 

プラットフォームとオープンイノベーション 

● プラットフォーム 
    同じ目的を持って多くの人（参加者）が集まって、 
    価値を持つ「場」    
 

● オープンイノベーション 
    外部のノウハウやアイディアを活用することで 
    自社の課題を解決し、これまでにない価値を 
    生み出すこと 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

イノベーションをコーディネイトする 

建設業と 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

建設業は､ 
顧客はじめ 

様々な参加ﾌﾟﾚｲﾔｰの 
 ｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ役  

建物･工事というプラットフォームでの 
オープンイノベーションにより、価値を創造 

II．建設業とイノベーション 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

Ⅰ．はじめに  

Ⅱ．建設業とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

Ⅲ．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

Ⅳ．FMﾕｰｻﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

Ⅴ．まとめ  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P７（全体見出し）それでは、事業継続管理におけるレジリエンス強化の重要性について、話を進めて行きます。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

FMユーザーイノベーションとは 

● イノベーション 
    新たな、経済的な価値を創造する物事 

● ユーザーイノベーション 
    ユーザー側が自発的に生み出した 
    アイデアや行動によって発生するイノベーション 

● FMユーザーイノベーション 
    ユーザーのFM活動やファシリティの使い方により 
    発生するイノベーション 

● FMユーザー 
    ファシリティを所有・賃借使用している企業・団体 
    その社員・職員、来場者などの個人 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P6（事業継続管理とFM）事業継続管理とＦＭの関係を図に表わしたものです。この図の通り、事業継続管理とＦＭは車の両輪です。事業継続管理は、災害などのリスクに対応し事業継続性を確保するための計画を策定し管理するものです。ＦＭは、施設に関係するすべての業務に関与しており事業継続管理を実行する上では施設を主体に事業継続計画を策定することが必要となり、存在するリスクへ対応を行うことにより企業・団体の信頼性を高めることになります。そのためにレジリエンスの視点で考えてお話をしていきます。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

FMユーザーイノベーション 

ユ
ー
ザ
ー 

企業・団体 

従業員・来場者 

◎対象は全ての用途施設と全てのﾕｰｻﾞｰ 

◎JFMA賞受賞の事例は、FMﾕｰｻﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの好例 

FM活動 
ﾌｧｼﾘﾃｨの使い方 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P6（事業継続管理とFM）事業継続管理とＦＭの関係を図に表わしたものです。この図の通り、事業継続管理とＦＭは車の両輪です。事業継続管理は、災害などのリスクに対応し事業継続性を確保するための計画を策定し管理するものです。ＦＭは、施設に関係するすべての業務に関与しており事業継続管理を実行する上では施設を主体に事業継続計画を策定することが必要となり、存在するリスクへ対応を行うことにより企業・団体の信頼性を高めることになります。そのためにレジリエンスの視点で考えてお話をしていきます。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

FMユーザーイノベーション 事例紹介 

建設プロジェクトの機会をとらえ 
イノベーションを創出した     

事例① 中野こども病院(大阪市) 

事例② 銀座･伊東屋     

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

事例① 中野こども病院 

人と建物と気持ちが明るくなる病院 

JFMA賞 優秀FM賞を受賞 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

病床数　 79床

常勤職員数　 160名

地域医療連携 170組

24時間365日小児救急告示病院

病児保育、地域の保育園・行政機関と連携

1966年   創立 全国初の民間小児病院 
      今年50周年 （大阪市）              

経営理念 
「子どものためなら何でもしよう」 
    が具現化するファシリティ計画 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

事例① 中野こども病院 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

2010年 2015年 

旧病院 民家、薬局等 新館 新病院本館 

2010年 新築工事着工(ローリング) 
2013年 新館  オープン  
2015年 新本館 オープン 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

「安全」「安心」「安らぎ」をちりばめた空間づくり 

事例① 中野こども病院 

人と建物と気持ちが明るくなる病院 待合をつくらず「ひろば」をつくる 

●計画時からユーザーニーズを明らかにして、   
 設計・施設づくりに反映 
●ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの場「こども元気会議」の開催 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

経営理念 
「子どものためなら何でもしよう」 
が具現化するファシリティ計画 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

こどもの恐怖感を和らげ、楽しさに変えるサインや色合い     成長につながる病棟計画 

事例① 中野こども病院 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

事例① 中野こども病院 

理念と 

ビジョン 

変化に 

対応 

成長の 

支援 

社会に 

貢献 

人と場を

生かす 

ビジョン２ 
入院して良かった、 

成長したと言える医療を提供 

ビジョン３ 
小児医療は病院内で 

完結しない、 
地域社会と連携を 

ビジョン４ 
運用ｺｽﾄを押えつつ、ｽﾀｯﾌの   
  ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを向上させる。     

  CSからESへ 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

ビジョン１ 
いつでも誰でも受け入れる
あるべき救急の姿を示す 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

2015年6月  G. Itoya  として新本店オープン 

「伊東屋はエンタテイメント」が 
 表現された新店舗 

 

いつの時代でも一歩先の新しい 
 価値をお伝えする文房具店 

事例② 銀座･伊東屋 

創業：1904年 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

ゆったりとした 
気持ちの良い空間 

伊東屋が選んだよい商品を
見やすく展示 

「伊東屋はエンタテイメントである」を体現したファシリティ 

事例② 銀座･伊東屋 

銀座通りを見ながら 
手紙を書く そして 投函する 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

野菜工場 

事例② 銀座･伊東屋 

銀座で作られたﾚﾀｽが 
ﾚｽﾄﾗﾝで供される 

旧来のﾋﾞｼﾞﾈﾙﾓﾃﾞﾙ
からの進化の必要性 

ﾌｧｼﾘﾃｨで何ができるか 
共に考える 

新しい価値創造 
イノベーション創出 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾗｳﾝｼﾞ  
(ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ﾗｳﾝｼﾞ) 

ｲﾝｽﾋﾟﾚｰｼｮﾝﾎｰﾙ 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

伊東屋 
 「いつの時代でも一歩先の新しい 
  価値をお伝えする文房具店」 

二事例の共通点 

変わらぬ経営理念のもと､新築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの機会に､ 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝが創出された    

中野こども病院 
「子どものためなら何でもしよう」 

議論の場「こども元気会議」 議論の場「未来計画プロジェクト」 

大成建設は “コンセプトプランニング”手法を用いて議論に参画しました 

III．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

● お客様の施設への期待感･満足度が向上 
● スタッフのモチベーション･ホスピタリティが向上 
● いきいきとした場の創出 
  ⇒ 患者数、来客数の増加につながっている  

ハコとしての空間だけでないイノベーション創出 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

Ⅰ．はじめに  

Ⅱ．建設業とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

Ⅲ．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

Ⅳ．FMﾕｰｻﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

Ⅴ．まとめ  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P７（全体見出し）それでは、事業継続管理におけるレジリエンス強化の重要性について、話を進めて行きます。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

FM戦略・計画 

統括マネジメント 

評  
 
価 

運営維持 

FMサイクル 日常ｻｲｸﾙとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｻｲｸﾙ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理 

日常サイクル 

IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

   

運 

営 

維 

持 

   

現 

状 

評 

価 

  

Ｆ
Ｍ 

目
標
設
定 

  

Ｆ
Ｍ 

課
題
抽
出 

  

Ｆ
Ｍ 
施
策
立
案 

 
中
長
期
実
行
計
画 

FM戦略計画 

IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

日常サイクル 

プロジェクトサイクルへの展開 

FM策定プロセス 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

   

運 

営 

維 

持 

   

現 

状 

評 

価 

  

Ｆ
Ｍ
目
標
設
定 

  

Ｆ
Ｍ
課
題
抽
出 

  

Ｆ
Ｍ
施
策
立
案 

 
中
長
期
実
行
計
画 

IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

    建設会社の知見が発揮できる評価項目 
●ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ評価､施設性能､利用者満足度評価、 
 ｴﾈﾙｷﾞｰ･環境評価､BCPや減災へのﾘｽｸ評価など 

FM策定プロセス：評価 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

大成建設のブリーフィング手法 
「コンセプトプランニング」 
中野こども病院、伊東屋でも活用 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

お客様のニーズに合った、オーダーメイドの 
コンセプト・シナリオづくりを行い、最適な計画へと導きます。 

ニーズの顕在化 
インタビュー実施 課題の共有、ディスカッション 

コンセプトの立案 

Communication &  
Concept planning 

Needs 

オリジナルインタビュー手法 
<T-PALET>により、真のﾆｰｽﾞ把握 

ニーズから抽出された課題を整理 
ディスカッションを経てファシリティの 
方向性を明確にし、コンセプトを立案 

大成ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ手法｢ｺﾝｾﾌﾟﾄﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ ｣ 

IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

大成ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ手法｢ｺﾝｾﾌﾟﾄﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ ｣ 

中野こども病院 
 

● ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ T-PALET 
● ディスカッション「こども元気会議」 
● 要求条件のまとめ 
● ｼﾅﾘｵづくり 

銀座･伊東屋 
 

● ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ T-PALET 
● ディスカッション「未来計画ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 
● 要求条件のまとめ 
● ｼﾅﾘｵづくり 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ T-PALET 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

ｼﾅﾘｵづくり、ｺﾝｾﾌﾟﾄ 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

 ・CAFM:ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによるFM情報管理 
 ・BIM活用への期待 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

BIM Building Information Modeling 

IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

BIM :  コンピュータ上に作成した3次元の形状情報に加え、 
   建築物の属性情報を併せ持つ建物情報モデルを構築すること 
 
BIMはファシリティの設計・施工の 
現場ではすでに欠かせないもの 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

運 用 
  

BIMﾓﾃﾞﾙ活用 

IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

施 工 
    

施工情報 
 

設 計 
 

設計情報 
 

質の髙い設計図書
作成の実現 

複雑な設備配管等の 
精密なﾓﾃﾞﾙ作成による
迅速な施工 

BIM：作り手のﾂｰﾙから使い手のﾂｰﾙへ 

FM業務ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

作り手のためのﾂｰﾙから 使い手のためのﾂｰﾙへ 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

BIMが変えていくファシリティマネジメント 

運 

用 

段 

階 

BIMﾓﾃﾞﾙは 
FM業務における 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 
 

FM情報を使いこなす 

BIMﾓﾃﾞﾙは 
ｽﾏｰﾄな 

日常管理を実現 
 

修繕履歴も一目瞭然 

 

ﾌｧｼﾘﾃｨの変化 
への 

ｽﾑｰｽな対応 
 

BIMモデル上でﾚｲｱｳﾄ
変更のｲﾒｰｼﾞも 

 

ﾗｲﾌｻｲｸﾙを通じた
確かな情報の継承 

 
担当者の代がわりへの 

不安解消 

蓄積情報の 
FM施策への活用 

 
 
 

納得の施策ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが可能 

IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

BIMモデルの可能性 

FMサイクル 

ﾕｰｻﾞｰとｻﾌﾟﾗｲﾔｰで共有すべき 
情報の一元化が可能となる 

日常ｻｲｸﾙ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｻｲｸﾙ 

BIM : ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ IV．FMﾕｰｻﾞ-ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

FMサイクルつながる 

FMサイクルが最適にまわるためにｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ役が必要。 
各業務の近くにいる建設会社は、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀとしての力を 

発揮できるのではないか？ 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

Ⅰ．はじめに  

Ⅱ．建設業とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

Ⅲ．使い手こそがFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役 

Ⅳ．FMﾕｰｻﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝをよりﾀﾞｲﾅﾐｯｸに 

Ⅴ．まとめ  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P７（全体見出し）それでは、事業継続管理におけるレジリエンス強化の重要性について、話を進めて行きます。
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ V．まとめ 

 FMにおけるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの主役はﾕｰｻﾞｰである 

まとめ 

 ＦＭサイクルにおいて建設会社は、 
何ができるか？ 

 ・建設会社は建設PJにおけるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 
 ・FMﾕｰｻﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝに必要な要素とは 
 ・ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞの重要性とBIMの可能性に注目 
 ・FMｻｲｸﾙにおいてもｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの考え方が必要 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

人がいきいきとした環境を創造する 

V．まとめ 

大成建設のグループ理念 

ファシリティの使い手である「人」がいきいきとする 
「場」を創造する 

 

建設会社は、自らの技術・ノウハウに加えて、 
建設プロジェクトだけでなく、 

ＦＭサイクルを通じ、 
ユーザーやサプライヤーの英知を結集した 

コーディネイト役を果たす 
 

これが、これからの建設イノベーションである 

変わらないためには変わり続けなければならない 
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ＪＦＭＡ ＦＯＲＵＭ ２０１６ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ｐ69（closing）このあと株式会社セノンの上倉（カミクラ）様から、組織のレジリエンスについてのセミナーがございます。引き続き聞いていただければ、よりレジリエンスへの理解も深まると思います。また、明日もＢＩＭの話をはじめ、さまざまなテーマでのセミナーが予定されています。ここでもレジリエンスの考え方は役に立つかもしれません。なお、１階の展示ホールで、ゼロエネルギーに向けたZEB実証棟の紹介を中心に大成建設の展示を行っておりますので、ぜひお立ち寄りください。そして、施設全般やＦＭ・ＢＣＰ等に関してお困りの点があれば、お気軽にご相談ください。私もこのあとそのブースのあたりにいると思いますので、何かありましたらお声かけください。これで終了です。どうもご清聴ありがとうございました。
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